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『
わ
た
し
は
主
の
は
し
た
め
で
す
。 

お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
身
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。』 

                                 

                                          

お
告
げ
の
マ
リ
ア
修
道
会 

 
 

 
ま
ご
こ
ろ
会 

ド
・
ロ
神
父
様
が
建
て
た
建
物
は
、
現
在
、
①
旧
ラ
テ
ン
神
学
校
②

出
津
教
会
③
救
助
院
跡
④
い
わ
し
網
工
場
跡
（
ド
・
ロ
神
父
記
念
館
）

⑤
大
野
教
会
⑥
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
司
教
館
が
残
っ
て
お
り
、
文
化
財
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
、「
ド
・
ロ
さ
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
い

る
建
物
は
大
野
岳
の
開
墾
地
に
「
収
納
小
屋
兼
馬
小
屋
」
大
平
作
業
所

と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、
朽
ち
果
て

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
度
、
「
異
国
の
地
で
神
の
慈

愛
を
実
践
し
続
け
た
ド
・
ロ
神
父
の
物
語
を
分
か
ち
合
い
、
未
来
へ
続

く
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
主
要
な
建
物
と
し
て
整
備
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
数
年
を
か
け
て
形
作
っ
て
行
く
予
定

で
す
が
、
こ
の
建
物
の
完
成
を
記
念
し
て
、
10

月

27

日
か
ら

29

日

に
か
け
て
一
般
社
団
法
人IS

H
IZ

U
E

を
中
心
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
準
備
中
で
す
。 

ド
・
ロ
神
父
様
は
、

1868

年
に
来
日
し
て
か
ら
、
46

年
間
、
一
度
も

ふ
る
さ
と
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
こ
と
な
く
、
「
人
に
は
良
い
も
の
を
」
と

ご
自
分
の
す
べ
て
を
日
本
の
教
会
、
特
に
外
海
地
方
の
た
め
に
捧
げ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

こ
の
機
会
に
、
ド
・
ロ
神
父
様
の
人
生
の
歩
み
に
触
れ
、
ド
・
ロ
神

父
様
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
神
様
か
ら
い
た
だ
い
た
お
恵
み
を
と
も
に

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

QR コードから

アクセスして

下さい 

「
ド
・
ロ
さ
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」 

  
 

 

  

歩
い
て
巡
る
。
歩
み
を
振
り
返
る
。 

  
 

 

  

大平作業所跡 外面（道路側） 大平作業所跡 内部 大平作業所跡 外面（茶畑側） 



まごころ会通信 No.53          ド・ロさまと十字修道院 

 

明治 7（1874）年、7月、長崎に沖合にある

伊王島で赤痢が発生しました。それは、浦上にも

飛び火しました。その時、ド・ロ神父様はこれま

での経験を活かして、救護活動を始めました。こ

の活動を手伝ったのは、「旅」（浦上四番崩れ）か

ら帰った岩永マキ（26）、守山マツ（31）深堀ワ

サ（26）片岡ワイ（29）の 4人でした。4人は、

家族に病気を移さないために高木仙右衛門の納

屋に住みました。後に「女部屋」と呼ばれるよう

になり、お告げのマリア修道会十字修道院となり

ました。同じように青年たちもド・ロ神父様に協

力しました。 

ド・ロ神父様は、マキや青年たちに病人の扱い

方、薬剤の調合、患者の隔離と予防措置、消毒の

方法などを教えました。彼らは多くの困難の中に

ありながら、必死に働き、死亡率はわずか 4％に

とどまりました。当時の赤痢による死亡率は 30

～40％でした。ド・ロ神父様も赤痢に感染しまし

たが「神と人とのためならどんな苦しみもうけま

しょう」と平然としていたそうです。 

11 月にやっと赤痢が終息しましたが、次は、

蔭の尾島で天然痘が流行しました。ド・ロ神父様

と 4人の乙女、青年たちは一日も早い終息のため

に惜しみなく働きました。ようやく、天然痘が終

息した時、マキらは天然痘で両親を亡くしたタケ

と言う孤児を浦上に一緒に連れて帰りました。こ

れが、現在まで続く浦上養育院の始まりです。 

 

ド・ロさまと出津修道院 
 

明治 12（1879）年、ド・ロ神父様は、外海地

区の主任司祭を命ぜられて、出津に赴任しました。

この地区の厳しい環境、貧しい生活を目の当たりに

し人々に仕事を授け、自立する力を身に着けさせよ

うと隣人愛に燃えたド・ロ神父様は、すぐに授産施

設を設けて、織物、染色などの技術を教えました。 

明治 13年、これらの事業を永く維持し、経営し

ていくためには女子修道会が必要と考えたド・ロ神

父様は、プチジャン司教様にその必要性を訴え、許

可を求めました。大石シゲを十字会に派遣して孤児

教育や修道院の在り方を学ばせ、聖ヨゼフ修道院と

伝道婦養成所を創立しました。聖ヨゼフ修道院が現

在のお告げのマリア修道会出津修道院です。 

 明治 16年には、旧庄屋屋敷を買い取って「救助

院」（聖ヨゼフの仕事部屋）を開設しました。ここで

は、製粉、裁縫、パン・マカロニ作り、搾油などの

技術が教えられ、日記、算術などの学業も授けられ

ました。救助院は 2階建てで、1階はソーメン、パ

ン、しょうゆ、染め物などの工場、2階は織物工場

兼修道院でした。ソーメンは「至風木ソーメン」と

名付けられ外部で販売されました。現在、「ド・ロさ

まソーメン」として夕陽が丘そとめ道の駅等で買う

ことができます。 

ド・ロ神父様は、その後も農地の開墾、漁業の発

展、診療所の開設、教会建築、道路の整備などなど、

明治 44年に大浦に移って養生するまで 32年間、

いつも先頭に立って人々のために働きました。 

 

「ド・ロさま年表」 

1840年 3月 26日 

フランス・ウォスロールに

生まれる 

1865年（25歳） 

司祭叙階 

1867年（27歳） 

パリ外国宣教会に入会 

1868年 4月 19日 

プチジャン司教とともに

日本へ出発 

同年 6月 7日、長崎に上陸 

1879年（39歳） 

外海地区主任司祭となる 

1914年 11月 7日（74歳） 

神のみもとに召され、本人

の希望により、外海の墓地

に葬られた。 

 

 

 


